
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 横浜システム工学院専門学校 
設置者名 学校法人ＹＳＥ学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

IT・ゲームソフト

科 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

AI・データサイエ

ンス科 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

デジタルビジネ

スデザイン科 

夜 ・

通信 
180単位時間 160単位時間  

ITライセンス科 夜 ・

通信 
6単位 4単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

学校内事務所保管。請求により閲覧可能。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 横浜システム工学院専門学校 
設置者名 学校法人ＹＳＥ学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

学校内事務所保管。請求により閲覧可能。 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

神奈川県立高等学校校

長定年退職 

地方裁判所 

民事調停委員 

令和7年5月

22 日 

～ 

令和 10 年度

の定時評議

員会の終結

の時まで 

組織運営体制への 

チェック機能 

非常勤 日本語学校 学院長 

令和7年5月

22 日 

～ 

令和 10 年度

の定時評議

員会の終結

の時まで 

組織運営体制への 

チェック機能 

（備考） 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 横浜システム工学院専門学校 

設置者名 学校法人ＹＳＥ学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

年度開始前に授業担当者がシラバスを作成し、教育指導室長によるレビュ

ー、企画運営会議での承認を経て本校ホームページ上に公表している。シ

ラバスの作成に当たっては、到達目標をＣａｎＤｏ形式で記述するととも

に、授業方法・内容、成績評価の方法、受講上の留意点なども合わせて記

載している。 
 

シラバス公表時期：毎年 4月にホームページ上に公表する。 

授業計画書の公表方法 https://www.yse.ac.jp/about/disclose.html 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

科目ごとに予めシラバスの成績評価欄に記載した方法により評価を行って

いる。評価は１１０点満点で評点を算出し、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの６

段階評価に置き換えている（Ｓ：１１０～１０１点、Ａ＋：１００点から

９０点、Ａ：８９点から８０点、Ｂ：７９から７０点、Ｃ：６９点から６０

点、Ｄ：５９点以下とし、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃは合格、Ｄは不合格として

いる）。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価の分布については、個人ごとに算出したＧＰＡを基に成績分布を

グラフ化して本校ホームページ上に公表している。また、内部でも分布状

況を分析・把握し、授業および試験などに反映している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.yse.ac.jp/about/disclose.html 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマポリシー（卒業認定方針）を定め本校ホームページ上に公開し

ている。 

卒業可否の判定は、ディプロマポリシー（卒業認定方針）に基づいて企画

運営会議において行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.yse.ac.jp/about/disclose.html 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 横浜システム工学院専門学校 

設置者名 学校法人ＹＳＥ学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.yse.ac.jp/about/management.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.yse.ac.jp/about/management.html 
財産目録 https://www.yse.ac.jp/about/management.html 
事業報告書 https://www.yse.ac.jp/about/management.html 
監事による監査報告（書） https://www.yse.ac.jp/about/management.html 

 

  



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 IT・ゲームソフト科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1700 

単位時間 

792 

単位時間 

0 

単位時間 

1332 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

2,124 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 58人 11人 5人 6人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
年度開始前に授業担当者がシラバスを作成し、教育指導室長によるレビュー、企画運営会

議での承認を経て本校ホームページ上に公表している。シラバスの作成に当たっては、到

達目標をＣａｎＤｏ形式で記述するとともに、授業方法・内容、成績評価の方法、受講上

の留意点なども合わせて記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目ごとに予めシラバスの成績評価欄に記載した方法により評価を行っている。評価は

１１０点満点で評点を算出し、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの６段階評価に置き換えている

（Ｓ：１１０～１０１点、Ａ＋：１００点から９０点、Ａ：８９点から８０点、Ｂ：７９

から７０点、Ｃ：６９点から６０点、Ｄ：５９点以下とし、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃは合格、

Ｄは不合格としている）。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
ディプロマポリシー（卒業認定方針）を定め本校ホームページ上に公開している。 

卒業可否の判定は、ディプロマポリシー（卒業認定方針）に基づいて企画運営会議におい

て行っている。 

学修支援等 

（概要） 

○IT女子特別奨学制度：工業専門課程の女子学生に対して、2年間にわたり各学年ご

とに特別奨学金 60,000円を減免。 

○特待生制度：2年次生で 1年次の学業成績、学修態度などがきわめて優秀な学生を

特待生に認定し、以下のとおり特待生奨学金を減免。 

 第 1種特待生 年間 330,000円 

 第 2種特待生 年間 165,000円 

 第 3種特待生 年間  80,000円 

 第 4種特待生 年間  30,000円 

○高等教育の修学支援新制度：本校は「高等教育の修学支援新制度」の対象機関。 

○学費延納制度：1年次後期以降の各期の学費納入について、学費納入額の半額を限

度に 3ヶ月間延納できる制度(許可条件あり)。 

○奨学金活用学費特別納入制度：2年間の学費を在学中に毎月分割納入できる制度。

日本学生支援機構の貸与型奨学金の予約奨学生（月額 80,000 円以上）を申請中、又

は内定している者が利用可能。 

○自宅外通学サポート制度：自宅からの通学が困難な者が、自宅外のアパート等を賃



  

借し、そこから通学する場合に賃借代補助として毎月 20,000 円（年間 240,000 円）

を給付。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 48人 

（100％） 

1人 

（  2.1％） 

40人 

（  83.3％） 

7人 

（  14.6％） 

（主な就職、業界等） 

IT業界 

（就職指導内容） 

キャリアデザインの中で履歴書の作成は就職活動の流れを説明。 

キャリアセンターと連携して就職活動を支援 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験 

学生 ITコンテスト「ITプロダクツ部門 入賞」 

ビジネスプロデュースコンペティション「プレゼン賞」 

ゲームクリエイター甲子園「企画書部門賞：第 2位」 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  87 人 10人  11.5％ 

（中途退学の主な理由） 

希望進路変更、健康上の理由、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

奨学金案内・個人面談・自宅訪問・補習・チームビルディング・交流会 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
AI・データサイエン

ス科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1700 

単位時間 

720 

単位時間 

0 

単位時間 

1404 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

2,124 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 45人 12人 6人 5人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
年度開始前に授業担当者がシラバスを作成し、教育指導室長によるレビュー、企画運営会

議での承認を経て本校ホームページ上に公表している。シラバスの作成に当たっては、到

達目標をＣａｎＤｏ形式で記述するとともに、授業方法・内容、成績評価の方法、受講上

の留意点なども合わせて記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目ごとに予めシラバスの成績評価欄に記載した方法により評価を行っている。評価は

１１０点満点で評点を算出し、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの６段階評価に置き換えている

（Ｓ：１１０～１０１点、Ａ＋：１００点から９０点、Ａ：８９点から８０点、Ｂ：７９

から７０点、Ｃ：６９点から６０点、Ｄ：５９点以下とし、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃは合格、

Ｄは不合格としている）。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

ディプロマポリシー（卒業認定方針）を定め本校ホームページ上に公開している。 

卒業可否の判定は、ディプロマポリシー（卒業認定方針）に基づいて企画運営会議におい

て行っている。 

学修支援等 

（概要） 

○IT女子特別奨学制度：工業専門課程の女子学生に対して、2年間にわたり各学年ご

とに特別奨学金 60,000円を減免。 

○特待生制度：2年次生で 1年次の学業成績、学修態度などがきわめて優秀な学生を

特待生に認定し、以下のとおり特待生奨学金を減免。 

 第 1種特待生 年間 330,000円 

 第 2種特待生 年間 165,000円 

 第 3種特待生 年間  80,000円 

 第 4種特待生 年間  30,000円 

○高等教育の修学支援新制度：本校は「高等教育の修学支援新制度」の対象機関。 

○学費延納制度：1年次後期以降の各期の学費納入について、学費納入額の半額を限

度に 3ヶ月間延納できる制度(許可条件あり)。 

○奨学金活用学費特別納入制度：2年間の学費を在学中に毎月分割納入できる制度。

日本学生支援機構の貸与型奨学金の予約奨学生（月額 80,000 円以上）を申請中、又

は内定している者が利用可能。 

○自宅外通学サポート制度：自宅からの通学が困難な者が、自宅外のアパート等を賃

借し、そこから通学する場合に賃借代補助として毎月 20,000 円（年間 240,000 円）

を給付。 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 9人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

7人 

（  77.8％） 

2人 

（  22.2％） 

（主な就職、業界等） 

IT業界 

（就職指導内容） 

キャリアデザインの中で履歴書の作成、就職活動の流れを説明。 

キャリアセンターと連携して就職活動を支援 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験 

官学連携「横浜市旭消防署と共創事業を実施」 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 39人 6人  15.4％ 

（中途退学の主な理由） 

希望進路変更、健康上の理由、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談・補習・チームビルディング・交流会 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
デジタルビジネスデ

ザイン科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

1700 

単位時間 

1728 

単位時間 

0 

単位時間 

144 

単位時間 

0 

単位時間 

0 

単位時間 

1,872 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 17人 15人 4人 1人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
年度開始前に授業担当者がシラバスを作成し、教育指導室長によるレビュー、企画運営会

議での承認を経て本校ホームページ上に公表している。シラバスの作成に当たっては、到

達目標をＣａｎＤｏ形式で記述するとともに、授業方法・内容、成績評価の方法、受講上

の留意点なども合わせて記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目ごとに予めシラバスの成績評価欄に記載した方法により評価を行っている。評価は

１１０点満点で評点を算出し、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの６段階評価に置き換えている

（Ｓ：１１０～１０１点、Ａ＋：１００点から９０点、Ａ：８９点から８０点、Ｂ：７９

から７０点、Ｃ：６９点から６０点、Ｄ：５９点以下とし、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃは合格、

Ｄは不合格としている）。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

ディプロマポリシー（卒業認定方針）を定め本校ホームページ上に公開している。 

卒業可否の判定は、ディプロマポリシー（卒業認定方針）に基づいて企画運営会議におい

て行っている。 

学修支援等 

（概要） 

○IT女子特別奨学制度：工業専門課程の女子学生に対して、2年間にわたり各学年ご

とに特別奨学金 60,000円を減免。 

○特待生制度：2年次生で 1年次の学業成績、学修態度などがきわめて優秀な学生を

特待生に認定し、以下のとおり特待生奨学金を減免。 

 第 1種特待生 年間 330,000円 

 第 2種特待生 年間 165,000円 

 第 3種特待生 年間  80,000円 

 第 4種特待生 年間  30,000円 

○高等教育の修学支援新制度：本校は「高等教育の修学支援新制度」の対象機関。 

○学費延納制度：1年次後期以降の各期の学費納入について、学費納入額の半額を限

度に 3ヶ月間延納できる制度(許可条件あり)。 

○奨学金活用学費特別納入制度：2年間の学費を在学中に毎月分割納入できる制度。

日本学生支援機構の貸与型奨学金の予約奨学生（月額 80,000 円以上）を申請中、又

は内定している者が利用可能。 

○自宅外通学サポート制度：自宅からの通学が困難な者が、自宅外のアパート等を賃

借し、そこから通学する場合に賃借代補助として毎月 20,000円（年間 240,000 円）

を給付。 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

なし 

（就職指導内容） 

なし 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

なし 

（備考）（任意記載事項） 

令和 6年度新設学科 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  9人 3人  33.3％ 

（中途退学の主な理由） 

希望進路変更、健康上の理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談・補習・チームビルディング・交流会 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
ITライセンス科 

（通信制） 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

昼 

62 

単位 

24 

単位 

0 

単位 

46 

単位 

0 

単位 

0 

単位 

70単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 37人 0人 3人 0人 3人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
年度開始前に授業担当者がシラバスを作成し、教育指導室長によるレビュー、企画運営会

議での承認を経て本校ホームページ上に公表している。シラバスの作成に当たっては、到

達目標をＣａｎＤｏ形式で記述するとともに、授業方法・内容、成績評価の方法、受講上

の留意点なども合わせて記載している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目ごとに予めシラバスの成績評価欄に記載した方法により評価を行っている。評価は

１１０点満点で評点を算出し、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの６段階評価に置き換えている

（Ｓ：１１０～１０１点、Ａ＋：１００点から９０点、Ａ：８９点から８０点、Ｂ：７９

から７０点、Ｃ：６９点から６０点、Ｄ：５９点以下とし、Ｓ、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃは合格、

Ｄは不合格としている）。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

ディプロマポリシー（卒業認定方針）を定め本校ホームページ上に公開している。 

卒業可否の判定は、ディプロマポリシー（卒業認定方針）に基づいて企画運営会議におい

て行っている。 

学修支援等 

（概要） 

○高等教育の修学支援新制度：本校は「高等教育の修学支援新制度」の対象機関。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

4人 

（  57.1％） 

3人 

（  42.9％） 

（主な就職、業界等） 

IT業界など 

（就職指導内容） 

キャリアセンターと連携して就職活動を支援 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  31 人 4人  12.9％ 

（中途退学の主な理由） 

希望進路変更、健康上の理由、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個人面談 

 

  



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

IT・ゲー

ムソフト

科 

180,000円 660,000 円 290,500 円 
実習費、施設維持費、教材

費、学生諸費 

AI・デー

タサイエ

ンス科 

180,000円 660,000円 290,500 円 
実習費、施設維持費、教材

費、学生諸費 

デジタル

ビジネス

デザイン

科 

180,000円 660,000 円 290,500 円 
実習費、施設維持費、教材

費、学生諸費 

ITライセ

ンス科 
30,000円 310,000 円 60,000 円 基本在籍料 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.yse.ac.jp/about/disclose.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

評価委員会の構成は、本校に入学してくる高校の校長、学生の就職先となる業界団体・

企業、卒業生、在校生の保護者である。 

本校の教育活動その他の学校の運営の状況について、自己点検・自己評価結果に基づ

き学校関係者評価を行い、結果を内部監査項目に挙げて改善活動を行う。 

本校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供することにより、企業等

関係者の理解を深めると共に、良好な連携及び協力体制を推進する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

神奈川県情報サービス産業協会 

   理事・産学連携委員会委員長 

令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

業界団体委員 

デジタルコム株式会社 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

企業等委員 

株式会社アクロイト 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

企業等委員 

ネクストポイント株式会社 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

企業等委員 

鈴木誠中小企業診断士事務所 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

企業等委員 



  

秀英高等学校 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

校長 

卒業生 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

卒業生 

保護者 令和 7年 6月 1日～ 

令和 8年 5月 31日 

保護者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.yse.ac.jp/about/disclose.html 
 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.yse.ac.jp 
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